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筋幹細胞における myogeninの生理機能を骨格筋種で比較する
〇鈴木 貴弘1、有松 里央2、尾嶋 孝一3、中村 真子1、辰巳 隆一1、小林 謙4、西邑 隆徳4 (1.九大院農、2.北大院

農、3.農研機構畜産部門、4.北大院農研)

 
【目的】胚発生期の筋形成に重要な役割を担う転写因子群 MRFsの1つ myogeninは、成熟した骨格筋の種類に

よって発現量が異なる。その要因として、各筋に局在する筋幹細胞（衛星細胞）での myogeninの生理機能が不均

一である可能性に着目した。本研究では、異なる骨格筋種を由来とする衛星細胞において、 myogeninの発現抑制

および過剰発現の処理を行い、分化様相と形成された新生筋線維（筋管）の特性を比較した。 

 

【方法】 C57BL/6成熟雄マウスの横隔膜、脊柱起立筋および腓腹筋のそれぞれより単離した衛星細胞の初代培養

系を用いて、分化誘導と同時に RNAi法による myogeninの発現抑制処理、または myogeninを発現するコンスト

ラクトの遺伝子導入による過剰発現処理を行った。 

 

【結果】発現抑制により、他の MRFs（ MyoD, Myf5, MRF4）の発現量が脊柱起立筋で代替的に増加したが、い

ずれの筋由来の細胞においても筋管直径と融合率が低下した。その際、横隔膜における自己複製能マーカー

Pax7陽性細胞の割合は対照より高かった。また、形成された筋管の筋線維型を比較すると、発現抑制によりいず

れも遅筋型マーカーの発現量が減少し、過剰発現によって増加した。よって、 myogeninは衛星細胞による遅筋型

筋管形成を促進するが、特に横隔膜の細胞においては自己複性能阻害にも関与することが示唆された。


